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序 論  近代日本の医療思想の再検討 
   一 研究の目的 
    （一）病者の〈癒し〉という課題 
    （二）病者の〈癒し〉とは何か 
   二 研究対象と方法 
    （一）医者の思想分析という方法 
    （二）富士川游と近代日本の医療思想 
   三 論文構成 
 
本 論  病者の〈癒し〉をめぐる近代日本の医療思想 
第一部  病者の〈癒し〉としての医療の出発 
 第一章 近藤常次郎『仰臥三年』の医療論―西洋医が直面した課題― 
   一 問題の所在 
   二 病める自我の発見 
   三 井上円了の「心理療法」論 
   四 西洋医学・医療の概念の問題 
   五 病者の〈癒し〉の不在 
   六 小括 
 第二章 近代医療批判の形成と展開―長尾折三『噫医弊』を中心に― 
   一 問題の所在 
   二 医者の道徳性批判 
   三 『噫医弊』における医学論 
   四 病者の治療をめぐる議論の展開 
   五 小括 
 
第二部  富士川游の医療思想と〈癒し〉としての医療の基礎付け 
 第三章 富士川游の宗教論の展開―自然科学との対峙― 
   一 問題の所在 
   二 方法としての科学 
   三 宗教論展開の動機 
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   四 感情としての宗教 
   五 小括 
 第四章 富士川游の医療論における「宗教」の意義 
   一 問題の所在 
   二 自然科学の相対化 
   三 「宗教の心」の倫理的意義 
   四 「宗教の心」の宗教的意義 
   五 医療の科学性をめぐって 
   六 小括 
 第五章 昭和戦時期の医学認識と科学性の問題―課題としての人間＝病者― 
   一 問題の所在 
   二 「生命」の働きと医療の目的 
   三 久賀路石の「生命科学」論 
   四 高山坦三における「医」の概念 
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と対立しないことを根拠付けようとした。彼は、「宗教」を人間の精神作用として捉えた上
で、それが「潜意識」に根差した感情に基づく作用であるために、知性に基づく自然科学と
も両立することができると主張した。こうした富士川の試みは、まだ病者の〈癒し〉という
課題に対する実践的な方法の模索の段階であったと言える。 
 病者の〈癒し〉という観点から、橋田や久賀や高山の医学論を捉えた場合、それらは医学
の捉え直し、あるいは医学の意義を明確にした上での「医」の復権の試みであり、そのこと
によって医学・医療が病者の〈癒し〉へと向かうことを目指すものであったと言える。ただ
し、橋田の場合、医学も医療も医者の「働き」に集約してその意義を捉えるため、医学や医
療がそれ自体主題として取り上げられることはなかった。久賀は、医学・医療が「物質科学」
としての「自然科学」とは異なり、生物を対象とする「生命科学」であると捉えていたこと
から、医学・医療の本来の目的が人間の「肉体」にばかりあるのではなく、人間の「情意的
要求」としての「生命価値」にあることを主張した。そして、その主張と共に、「生命価値」
を「生体」に不可分なものとして基礎付けようとした。以上の久賀の試みは、病者の治療を
担う医学の捉え直しと、治療の対象である病者の捉え直しを通して、医学・医療が病者の〈癒
し〉を必須要素とするべき根拠を模索するものであったと言える。また、高山は、「医学」
が「自然科学の一分科」であること、そして、その対象があくまでも「人体」であることを
明確にした上で、人間としての病者の治療を実現するために、人間としての医者の治療行為
としての「医」の意義を究明した。高山の医学論は、医学の捉え直しを試みたわけではない
が、医学が自然科学を根拠として成立していることを改めて指摘することで、そこに「人間」
という概念の入り込む余地がないことを自覚させ、近代医学の課題として病者の〈癒し〉が
あるということを明確にした。そのことによって、人間としての病者の治療においては、医
学よりも高次の概念として「医道」を先天的制約とする「医」なるものが要請される必要が
あることを示した。「医」という病者の治療行為が成立する根拠として「医道」を定位した
高山の医学論は、病者の〈癒し〉を実現するべきとする立場が、単なる医者の箴言としてあ
るのではなく、医療が成立する上での必須の条件としてあることを論じたものとして意義深
いものだと言える。 
 こうした明治後期から戦時期までの病者の〈癒し〉をめぐる医療思想は、自然科学の方法
に基づき機械論的な考え方を採る近代医学・医療に対して、きわめて挑戦的な思想であった
と言える。その思想の担い手である医者達は、人間としての病者の把握や生命の本質の把握
に主体的に取り組み、合理的な思考や方法を越えて、「宗教」や「直観」、あるいは医者の「経
験」や「熟慮」といった把握方法を要請することを厭わなかった。そうした模索は、医学・
医療の近代性と対峙することで、医学・医療の本質の究明へと立ち帰っていく潮流を生み出
した。 
